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二輪草だより掲載記事は、ホームページから
より詳しい内容をご覧いただけます。
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◆今後の日程 ◆

病児一時預かり室・バックアップナース利用状況
【６月２０日～７月２０日までの利用状況】

病児一時預かり室 登録者 ２２名 利用回数 ０回

バックアップナース 依頼回数１０回 稼働回数 １０回

＊病児一時預かり室は全職員がご利用になれます。

第２回 合同入局説明会終了報告

6月29日・30日の2日間にわたり、「合同入局説明会」が臨床第3講義室にて行われました。

今回は“働きやすい病院をめざして”というテーマで、卒後臨床研修センターおよび旭川医大
医学部医学科同窓会の共催のもと開催となりました。
1日目は、二輪草センター岸部麻里特任助教より学生・同窓会アンケート結果の報告があり
ました。このあと特別講演として、大阪医療センター職員研修部副部長の渋谷博美先生より
『働きやすい病院にするために。大阪医療センターの取り組み』についてお話いただきました。
大阪医療センターの院内保育、授乳室、病児保育設置などの女性支援のほか、育児中の女
性医師に限らず男性医師も自由な時間が取れるような体制をとっていること、またご自身のこ
れまでの経験ついてご講演されました。「支援を受けることが当たり前ではなく、常に周囲に感
謝を伝えることが重要」とのお言葉は身にしみました。
その後、産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科・小児科・整形外科・麻酔科・第三内科・第二外科・泌
尿器科・第一外科の10診療科による説明会が行われ、各科における研修体制、育児支援の

取り組みなどが発表されました。この日発表された中では、育児休暇を利用された男性医師に
ついてのお話があり、男女問わず、育児支援が実践されていることがわかりました。

2日目は、今年初めての企画である「学生と旭川 医科
大学教授陣によるパネルディスカッション」からスタートしま
した。学生代表として医学科5年の 小林瑠美子さんが、学
生そして女性としての視点 から働きやすい職場について
の考えを発表され、パネリストとして第一内科・長谷部教授、
第二内科 ・羽田教授、皮膚科・ 飯塚教授、耳鼻咽喉科・
原渕教授にご参加いただき、育児中の女性医師に対する
支援、育児中のキャリアアップ、育児に対する 考えなど、
小林さんからの質問に答える形でお話しいただきました。
学生のみならず医師からの関心も高かったようで大勢の方
にご出席いただき、盛況のうちに終えることができました。

このあとも前日に引き続き、総合診療部・第二内科・脳神経外科・第一内科・放射線科・救急
医学・皮膚科・呼吸器センター・精神科の9診療科による説明会が行われました。会期中2日間
に亘って行われたポスター展示では、参加出来なかった学生も各科における取り組みについ
て理解していただけたのではないかと思っております。
今回は、全診療科が合同医局説明会に参加してくださいました。お忙しい中、ポスターやス

ライドを準備してくださった各診療科の皆様ならびに発表して下さった先生方にお礼申し上げ
ます。また、突然のお願いにも関わらず、パネリストを引き受けて下さった長谷部教授、羽田教
授、飯塚教授、原渕教授には、深く感謝申し上げます。
病院全体として、旭川医大を働きやすい病院にしよう、
またそのための様々な支援を充実させようという思いが
学生のみなさんに伝わったのではないかと思います。
長時間に亘ってしまったとの反省点もありますが、多く
の学生に参加してもらえるよう改善を重ねて行きたいと
思いますので、来年も、ご協力、またご参加のほど、宜
しく御願い申し上げます。皆様、本当にありがとうござい
ました。

～現場からの応援メッセージ～
（ＨＰ掲載中）

今回の応援メッセージは、8階東病棟の小澤 和永師長です。小澤師長には第2回二輪草セミナー
でもご講演頂きましたが、今回はより具体的な内容についてお答え頂きました。全文はHPにて掲載し
ておりますが、二輪草だよりでも一部ご紹介させて頂きます。

Q. 両者をバランス良く続けていく秘訣と、後輩たちへのアドバイスをお願いいたします。

A.  あまり頑張らないことでしょうか。
でも、覚悟のような信念もいるのかも知れません。
それは、やれる事はやると決めたことです。仕事はやめないと決める。子供達には、最低ピアノと
プールは習わせようと決め、４歳頃から始めました。学校の役員もやりました。
自分の時間はすべて仕事と子供との時間でした。子供がサッカーやテニスをしていましたがその
父母会の役員をしたり応援にも付いていきました。
自分の時間はなかったように思いますが、子供と多くの時間を共有でき、それはそれで充実して
いたと思っています。
今は自分のために習い事をしたり、花壇や菜園を作ったり、楽しみを増やしています。子供が独立
した今、本当に仕事を続けていて良かったと思っています。

◆ 7月27・28・29日（月・火・水） 夏休みキッズスクール開催
◆ 8月25日（火） 病後児保育室検討WG会議
◆ 二輪草だより発行

二輪草だより・その他のお問い合わせ
旭川医科大学 二輪草センター
（復職・子育て・介護支援センター）
〒078‐8510
北海道旭川市緑ヶ丘東2条丁1目1－1－1
TEL: 0166-69-3240（サンニンヨレ）
FAX: 0166-69-3249
E-mail: nirinsou＠asahikawa-med.ac.jp
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